中国語文法まとめ
一課

・文の基本的な並び
（主語）（述語）（目的語）

・否定


述語の前に“不”を入れる

・反復疑問詞

述語の肯定と否定を並べる




（例）去　不　去　（この時“不”は軽く読まれる）

二課

・連帯修飾

基本的に前から後ろを修飾する　“的”を使う




（修飾語）“的”（被修飾語）




（例）我的祖国（私の祖国）

・“的”の省略

人称代名詞＋親族代名詞　の時省略できる




（例）我妹妹（私の妹）



人称代名詞＋その所属を表す名詞　の時普通は省略




国名・言語名＋名詞　の時普通は省略



（例）日本朋友（日本人の友達）

・判断詞

英語の“is”にあたるのが“是”
・副詞


連用修飾で、主語と述語の間に入る



“～也･･･”：「～もまた･･･」




“～都”：「～はみんな」

・“学生”という単語
発音は「xuesheng」で、後半の「sheng」は



「学生」の時軽声だが「〇〇大学生」となる時は一声になる。
三課

・形容詞

形容詞が述語になる時は、



形容詞がそのままの形で述語の位置にくる。



ただし、単独で入れると比較の意味を伴うので、



前に副詞を入れる。




“很”などが使いやすい。

・指示代詞

「あの本」など、何か名詞をつけるときは



“那”などの指示代詞に“个”をつける。



複数形は“些”、場所を表すのは“儿”や“里”を後ろにつける。

・疑問詞の指示代詞
文中ではその名詞の入る場所に入る。

・“在”という動詞
物　在　場所　で「物が場所にある」



語順は旧情報→新情報なので、四課に出てくる“有”と使い分


ける。

四課

・助動詞

“想～”で「～したい」




場所は主語と本動詞の間。




否定する時は“不想”とする。




“要～”も「～したい」「～しなければならない」だが、



切迫の雰囲気。




疑問文で“要”で「～したいですか」と聞かれた時、




“不要”で返すと「～してはいけない」の意味になる。




“要”で聞かれても“不想”で返さなければならない。




似たような用法で、“打算”「～するつもりだ」がある。




“打算”はそのまま否定できる。

・副詞


副詞“就”は「すぐに」で本動詞の直前に入れる。

・“有”という動詞
三課に出てきた“在”と逆



場所　有　物　で「物が場所にある」




旧情報が場所の時にこっちを使う。




否定形は“没有”




“教室”などの名詞は「物」扱いになるので




場所にしたい時は“教室里”とする。

・方位詞

“里”“外”“上”“下”以外の方位詞は




名詞の後ろに１字でつかない




（左辺や西面になる）

・疑問代詞

“shenme”であり、（漢字が出なくて申し訳ない）




「何」や「何の」となる。




文中ではその「何」にあたる名詞が入る位置に入る。

